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3 汚水の処理の方法 

イ．汚水の処理施設（除害施設）の設置場所（添付図－1 のとおり。） 

ロ．汚水の処理施設（除害施設）に係る工事の着手及び完成並びに使用開始の予定年月日 

工事着手予定年月日 令和＊＊年 6 月  1 日 

工事完成予定年月日 令和＊＊年 7 月 31 日 

使用開始予定年月日 令和＊＊年 9 月  1 日 

ハ．汚水の処理施設（除害施設）の種類，型式，構造，主要寸法及び能力並びに汚水の処理の方式 

種 類 型 式 構 造 主 要 寸 法 能力（ｍ 3/日） 処 理 の 方 法 備 考 

めっき排水処理施設 

Ａ シアン系原水貯槽 

Ｂ シアン 1 次反応槽 

Ｃ シアン 2 次反応槽 

Ｄ クロム系原水貯槽 

Ｅ クロム還元槽 

F 酸アルカリ系原水貯槽 

G pH 調整槽 

H 沈殿槽 

自動連続式 鉄筋コンクリート 

耐酸仕上 

鉄製塩ビ張 

 

 

1800×1800×2000 

1000×1000×1300 

1300×1300×1600 

1500×1500×1500 

800×800×1000 

1600×1600×2000 

1000×1000×1200 
2000×2000×3000 

10 時間／日 

5 ｍ 3 

1 ｍ 3 

2 ｍ 3 

2 ｍ 3 

0.5 ｍ 3 

4 ｍ 3 

1 ｍ 3 

9 ｍ 3 

 

 

酸化分解 

 

 

還元 

 

中和 

薬品沈殿ろ過 

詳 細 は 別 紙 仕
様書のとおり 

 

記 入 上 の 注 意  

(1) 「汚水の処理施設（除害施設）の設置場所」 

添付図－1 に記入して下さい。 

(2) 「汚水の処理施設（除害施設）に係る工事の着手及び完成並びに使用開始の予定年月日始」 

除害施設の新設又は構造等の変更の場合に記入して下さい。 

(3) 「汚水の処理施設（除害施設）の種類，形式，構造，主要寸法及び能力並びに汚水の処理の方法」 

① 「種類」除害施設の名称は処理対象汚水，処理機能などから判断し記入して下さい 

② 「形式」・「構造」・「主要寸法」除害施設を構成する各種装置別に記入して下さい。 

③ 「能力」設計上の能力 1 日（稼動時間）当りの数値を記入して下さい。また，槽などは有効容量を記入して下さい。 

④ 「処理の方法」汚水の種類毎に方法名を記入して下さい。 
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ニ．汚水の処理の系統（添付図－3 のとおり。） 

 

シアン系汚水及びクロム系汚水は別々に処理し，酸・アルカリ系汚水とともに凝集沈殿後，上澄水はろ過・中和して排除

する。 

沈殿槽の汚でいは脱水機（フィルタープレス）にて処理後，業者委託処分する。 

 

ホ．汚水の集水及び汚水の処理施設（除害施設）までの導水の方法（添付図－1，2 のとおり。） 

 

クロム・シアン及び酸・アルカリ系汚水はそれぞれ塩ビ管により導水する。 

特定施設等からオーバーフロ－した床面汚水は U 字溝及び角マスに集水し塩ビ管で導水する。 

床面は耐水耐食加工し，地下浸透を防止すると共に，防液堤を設けて系統分離する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 入 上 の 注 意  

(1) 「汚水の処理の系統」 

処理の概要を記入し，添付図－3 に処理系統を色分けして下さい。 

(2) 「汚水の集水および汚水の処理施設（除害施設）までの導水の方法」 

汚水の集水及び導水の概要を記入し，添付図－1，2 に系統別に色分けして下さい。 
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へ．汚水の処理施設（除害施設）の使用時間間隔及び 1 日当り使用時間並びにその使用の季節的変動の概要 

処理施設の名称（除害施設） 使 用 時 間 間 隔 1 日当りの使用時間 季 節 的 変 動 の 概 要 備 考 

めっき排水処理施設 8：00～18：00 10 時間 7 月～9 月（夏季）少ない。  

   3 月～5 月（春季）多い。  

     

卜．汚水の処理施設（除害施設）において使用する消耗資材の 1 日当りの用途別使用量 

処理施設の名称（除害施設） 消 耗 資 材 名 用 途 別 1 日 当 り の 使 用 量 備 考 

めっき排水処理施設 次亜塩素酸ソーダ シアン分解用 10 ㎏  

 重亜硫酸ソーダ クロム還元用 5〃  

 カセイソーダ pH 調整用 2〃  

 消石灰 〃 2〃  

 硫酸 〃 5〃  

 有機高分子凝集剤 

（○○フロック□□） 

凝集用 10L ＊＊＊＊株式会社製 

 

記 入 上 の 注 意  

(1) 「汚水の処理施設（除害施設）の使用時間間隔及び 1 日当りの使用時間並びにその使用の季節的変動の概要」 

① 「処理施設（除害施設）の名称」 

  名称は 3 汚水の処理の方法ハの種類と同じ名称を記入して下さい。 

② 「使用時間間隔」 

  除害施設の稼働時間帯を記入して下さい。間欠式運転の場合はそれぞれの時間帯を記入して下さい。 

③ 「1 日当りの使用時間」 

  1 日当りの除害施設の延べ運転時間を記入して下さい。 

(2) 「汚水の処理施設（除害施設）において使用する消耗資材の 1 日当りの用途別使用量」 

① 「消耗資材名」除害施設の稼働に必要な薬品等を記入して下さい。この場合，電気，上水，ガスは記入しないで下さい。 

② 「用途別」消耗資材別に用途を記入して下さい。1 つの資材で複数の用途のあるものについてはそれぞれ記入して下さい。 

③ 「1 日当り使用量」消耗資材別の量を記入しますが，薬品の場合は，その濃度を記入して下さい。 

④ 「備考」消耗資材のメーカー及び薬品の使用濃度を記入して下さい。 
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チ．汚水の処理施設（除害施設）による処理前及び処理後の汚水の水質及び水量 

水量・水質 
 

 
特定施設名 

汚水量 

（m3/日） 

処  理  前  水  質 

温度 

（度） 

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素等 

（㎎/L） 
pH BOD 

（㎎/L） 

SS 
（㎎/L） 

ノルマルヘキサン 

抽出物質（㎎/L） 
窒素 

（㎎/L） 

燐 

（㎎/L） 

沃素消費量 

（㎎/L） 
鉱油類 動植物油脂類 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

66 電気めっき施設                       

シアン系 5 7     10 12               

クロム系 2 3     2 3               

酸・アルカリ系 2 3     4.5 3.0               

 

処  理  前  水  質 

ﾌｪﾉｰﾙ 

（㎎/L） 

銅 

（㎎/L） 

亜鉛 

（㎎/L） 

溶解性鉄 

（㎎/L） 

溶解性マンガン 

（㎎/L） 

クロム 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ 

（㎎/L） 

シアン 

（㎎/L） 

有機リン 

（㎎/L） 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

                          

    100 200                 150 300   

    20 30     30 50               

    10 20 10 200                   
 

処  理  前  水  質 

鉛 
（㎎/L） 

六価クロム 
（㎎/L） 

ひ素 
（㎎/L） 

水銀 
（㎎/L） 

アルキル水銀 
（㎎/L） 

ﾎﾟﾘ塩化 
ﾋﾞﾌｪﾆﾙ 

（㎎/L） 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
（㎎/L） 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 
（㎎/L） 

ジクロロメタン 
（㎎/L） 

四塩化炭素 
（㎎/L） 

1，2-ｼﾞｸﾛﾛ 
ｴﾀﾝ 

（㎎/L） 

1，1-ｼﾞｸﾛﾛ 
ｴﾁﾚﾝ 

（㎎/L） 

ｼｽ-1，2-ｼﾞｸﾛﾛ 
ｴﾁﾚﾝ 

（㎎/L） 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

                          

                          

  30 50                       

                          

 

処  理  前  水  質 

1，1，1-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ 

（㎎/L） 

1，1，2-ﾄﾘｸﾛﾛ
ｴﾀﾝ 

（㎎/L） 

1，3-ｼﾞｸﾛﾛ 
ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 

（㎎/L） 

チラウム 

（㎎/L） 

シマジン 

（㎎/L） 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 

（㎎/L） 

ベンゼン 

（㎎/L） 

セレン 

（㎎/L） 

ほう素 

（㎎/L） 

ふつ素 

（㎎/L） 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

（pg/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 
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記 入 上 の 注 意  

(1) 「汚水の処理施設（除害施設）による処理前及び処理後の汚水の水質及び水量」 

① 「汚水量」 除害施設での処理系統が複数である場合は，その系統毎に汚水量を記入して下さい。（この汚水量は除害 

  施設の処理前後の水量のことであり，特定施設からの汚水量とは一致しない場合があります。） 

② 「処理前水質」作業工程，使用原材料等から判断して該当する項目を定め，その分析値または推定値を記入して下さい。 

③ 「処理後水質」 ②と同様に記入して下さい。 
  

水量・水質 
 
 

特定施設名 

汚水量 

（m3/日） 

処  理  後  水  質 

温度 
（度） 

ｱﾝﾓﾆｱ性窒素等 
（㎎/L） 

pH BOD 
（㎎/L） 

SS 
（㎎/L） 

ノルマルヘキサン 

抽出物質（㎎/L） 
窒素 

（㎎/L） 
燐 

（㎎/L） 
沃素消費量
（㎎/L） 

鉱油類 動植物油脂類 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

めっき排水                       

処理施設 9 13     7 5.8～               

        8.6               

                        

 

処  理  後  水  質 

ﾌｪﾉｰﾙ 

（㎎/L） 

銅 

（㎎/L） 

亜鉛 

（㎎/L） 

溶解性鉄 

（㎎/L） 

溶解性マンガン 

（㎎/L） 

クロム 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

 

（㎎/L） 

ｶﾄﾞﾐｳﾑ

（㎎/L） 

シアン 

（㎎/L） 

有機リン 

（㎎/L） 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

                          

    1.0 <3 1.0 <5   0.5 <1           0.2 <0.5   

                          

                          

 

処  理  後  水  質 

鉛 

（㎎/L） 

六価クロム 

（㎎/L） 

ひ素 

（㎎/L） 

水銀 

（㎎/L） 

アルキル水銀 

（㎎/L） 

ﾎﾟﾘ塩化  
ﾋﾞﾌｪﾆﾙ  

（㎎/L） 

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

（㎎/L） 

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ 

（㎎/L） 

ジクロロメタン 

（㎎/L） 

四塩化炭素 

（㎎/L） 

1，2-ｼﾞｸﾛﾛ 
ｴﾀﾝ 

（㎎/L） 

1，1-ｼﾞｸﾛﾛ 
ｴﾁﾚﾝ 

（㎎/L） 

ｼｽ-1，2-ｼﾞｸﾛﾛ
ｴﾁﾚﾝ 

（㎎/L） 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

                          

  0.05 <0.1                       
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処  理  後  水  質 

1，1，1-ﾄﾘｸﾛﾛ

ｴﾀﾝ 
（㎎/L） 

1，1，2-ﾄﾘｸﾛﾛ

ｴﾀﾝ 
（㎎/L） 

1，3-ｼﾞｸﾛﾛ 

ﾌﾟﾛﾍﾟﾝ 
（㎎/L） 

チラウム 
（㎎/L） 

シマジン 
（㎎/L） 

ﾁｵﾍﾞﾝｶﾙﾌﾞ 
（㎎/L） 

ベンゼン 
（㎎/L） 

セレン 
（㎎/L） 

ふっ素 
（㎎/L） 

ほう素 
（㎎/L） 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 
（pg/L） 

 
（㎎/L） 

 
（㎎/L） 

通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 通常 最大 

                          

                          

                          

                          

リ．汚水の処理によって生ずる残さの種類及び 1 月間の種類別生成量並びに処理の方法の概要 

残 さ の 種 類 生成量（ｔ／月） 処 理 の 方 法 の 概 要 備 考 

脱水汚でい 

（金属水酸化物） 

 

4 

（含水率 80％） 

フィルタープレスで脱水した汚でいは産業廃棄物処理委

託ポリ袋に詰めて自社内保管後処理業者に委託処分す

る。 

収集運搬業者：株式会社○○産廃 

処分業者：有限会社△△センター 

産業廃棄物処理委託 

契約書（写） 

別添のとおり 

ヌ．汚水を公共下水道へ排除する方法（排水口の位置及び数並びに排出先を含む。）（添付図－1 のとおり。） 

ル．その他参考事項 

除害施設建設費 3,000 万円 内訳 自己資金 1,000 万円 

   市の融資制度 2,000 万円 

記 入 上 の 注 意 

① 「残さの種類」 

  除害施設から生ずる各種廃棄物を記入して下さい。この廃棄物は通常汚泥ですが，その他に廃油，廃酸・廃アルカリな

どがありますので残さの種類毎に分けて記入して下さい。 

② 「生成量」 

  残さの種類毎に生成量を記入して下さい。（除害施設の設計上の能力から判断し，推定量を記入することもできます。） 

  なお，量には必ず水分，油分などの割合をあわせて記入して下さい。 

③ 「処理方法の概要」 

  残さの種類毎に，保管方法，収集運搬業者名，処分業者名を記入して下さい。また，産業廃棄物処理委託契約書の写し

があれば添付して下さい。 

④ 「その他参考事項」 

  除害施設の建設費及び調達資金の内訳を記入して下さい。 


